＜様式４－４＞
　　　　　　　　令和４年度　個人研究助成 研究成果論文 
＜表紙＞


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助成年度（令和２・３・４年度）
語句で記入
研究領域（　　　　　　　）
１　研究主題（あれば副主題も記入する）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　※継続研究の趣旨から、主題は申請書のものと大きく変わらないようにする。
※変える場合は付箋を貼る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　
※研究実践学年を副主題などで明示する。
　　※子どもの写真などを表紙に取り込むとよい。
※研究成果論文は５年間保存するので、厚めの表紙・背表紙をつける。
２　研究者　　※人事異動があった場合は、「学校名」欄に前任校を（前〇〇市立○○学校）と記入する。
　　学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　職名　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜本文＞

３　目　次
　　※１ページを目途に表示する。
※目次の形式は研究者に任せるが、全体でＡ４判（４２字×４０行程度）を片面印刷なら２０枚程度（両面印刷の場合は１０枚程度）になるように構成する。

４　研究内容

※研究内容や研究方法などについて、経過も踏まえ具体的に記述する。

※研究内容に欠かせない資料等は本文に載せる。
※写真等の資料を入れて、わかりやすく見栄えのあるものにする。
　　※３年間の研究実践を、並列的に論述するのではなく、１・２年次の成果や課題を明確にした上で、３年次研究を記述し、３年間で主張できることを明確にする。
　　　（例：分量的に１・２年次を１／３、３年次を２／３程度に論述するとよい。）

　　※「人間を育てる」より豊かな研究実践として伝わるように配慮するとよい。
　　※これまで明らかにされてきたこと、自分が明らかにさせたいことを打ち出すためにも文献を参考にするとよい。（活用した場合は、明記すること。）
５　考察とまとめ
　　※研究主題との関わりを意識するとともに、アピールしたいことを明確に強調する。
　
＜裏表紙＞

【備考】
◇研究成果論文は令和５年８月末日までに提出する。その際、論文のコピー２部
（審査用）を同封する。
◇顔写真を令和５年８月末日までに、データで愛知教育文化振興会編集部担当に
送付する。　　メールアドレス　 a-amano@bunsin.org
　　※令和５年１１月発行「教育と文化」に、氏名・テーマ・顔写真等が掲載される。
◇研究成果論文も審査があり、最優秀１点、優秀２点が表彰される。
◇最優秀受賞者には、令和６年７月発行「教育と文化」への掲載原稿を３月に依頼
する。
　　※詳細は原稿依頼時に説明する。
　◇やむを得ない事情で論文を提出できないような場合や不明な点については、必ず校長先生を通し、編集部（個人研究助成担当）に相談する。
